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年間研修計画の工夫 
 

高等学校 

特別支援教育に関する内容を 
年間研修計画に位置付けた取組 
 

〇 実践の概要 
 本校では、特別支援教育に関する内容を年間研修計画に位置付け、研修の中で生徒の実態を

共有するとともに、指導や支援の方法等について、教職員間の共通理解を図っています。 

【年間を通した研修会や校内委員会の実施】 

 
【授業づくりチェックリストの一部】 

 時期 内容 成果 

特別支援教育に関わる
「授業づくりチェック
リスト」による実態把
握及び情報共有 

６月 授業における困難を把握す
るために「授業づくりチェック
リスト」を活用しました。 

特別な教育的支援を必要と
する生徒を把握することがで
きました。 

特別支援教育パートナ
ー・ティーチャー派遣
事業による授業参観及
び特別支援教育研修 

７ 月 、
11 月、
２月 

授業での観察や教科指導の
助言、担任や特別支援教育コー
ディネーターとの面談を通し
て、校内の支援体制構築に向け
た助言を受けました。 

専門的な立場からの助言に
より、特別な教育的支援を必
要とする生徒について具体的
に指導や支援の方法を知るこ
とできました。 

教育局の特別支援教育
スーパーバイザーによ
る授業参観及び校内研
修会の実施 

８ 月 、
11 月 

発達障がいへの理解と対応、
通常の学級に在籍する特別な
教育的支援を必要とする生徒
への効果的な指導について研
修しました。 

教育局スーパーバイザーか
らの指導助言により、教育的
支援の具体的な手立てや関わ
り方、配慮について共通理解
が図られました。 

校内特別支援委員会 月１回 特別な教育的支援を必要と
する生徒について情報共有を
しました。 

一人一人の生徒の情報を共
有し、配慮が必要な生徒の早
期発見及び適切な指導や支援
につながりました。 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育に関する研修を計画的に実施することにより、全教職員の特別支

援教育に関する理解を深めることができました。特に、教育局の特別支援教育スーパーバイザ

ーを講師とした校内研修では、全ての生徒にとって分かりやすい授業づくりや多様な個性を互

いに尊重する雰囲気づくりが大切であることについて共通理解を図ることができました。  

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ4 

－校内研修プログラムの年間の活用

例― 


